
2024年8月4回 C週　生活クラブ事業連合生活協同組合連合会202435

こんな方におすすめ！

〈フェアのお問合せ先〉生活クラブ連合会 夢都里路くらぶ　 TEL 03-5291-6700　 FAX 03-5285-1837　 E-mail yutoliro@s-club.coop

※ お電話でのお申込みは
　受付けていません

▲ スマートフォン、
　タブレットから 

夢都里路くらぶフェアに参加3
フェアの開始時刻になったら、②で受け取った参加
URL からご希望の参加方法を選んでアクセスしてく
ださい。ライブ配信の終了後は、YouTube ライブ
配信の URLでフェアの録画が視聴できます。

2 自動返信メールの受信
お申込みが完了すると、申込み受理の返信メールが自動
で届きます。メールには YouTube ライブ配信（視聴参
加のみ）と、Zoom ミーティング（質問タイムに参加の方）
の 2 つの参加 URL が記載されています。

オンラインでお申込み
夢都里路くらぶ WEB サイトまたは右記のQRコードより、
お申込みページにアクセスし参加手続きをしてください。

塩尻市の北小野地区は「信州たのめの里・
森が育てた天然水」の水源地。水の取組み
をきっかけに、地域との関係づくりを進めてい
ます。

沖縄ならではの農産物や海産物、伝統食材、
生活用品を届ける生産者。地元企業の雇用
や、農家の生産を増やすことにも力を注いで
います。

庄内地域の遊佐町は、50年以上にわたって
提携する産地です。水稲や園芸作物を栽培
する技術や知識を習得する、実践研修生を
募集します。

農産物や加工品の生産者、さらに地域の事業者と生活クラブが連携
し設立しました。持続可能な地域をつくるため、さまざまなチャレンジ
をしています。

国内生産が難しい緑豆春雨や天津甘栗などを、信頼関係のある海外
の生産者から輸入しています。近年は岡山県産の国産甘栗の取組み
をスタートしました。

「夢都里路くらぶ」で開催する企画について、提携生産者が各産地から説明します。
各企画の概要や詳しい応募方法もご案内します。企画への参加を考えている方はもちろん、
生産者の話を聞いてみたいという方も、ぜひ参加ください。
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夢都里路くらぶフェア オンライン配信

プログラム

13：00～13：00～
開会挨拶・夢都里路くらぶの説明開会挨拶・夢都里路くらぶの説明
13：25～13：25～
生産者から企画の説明（各15分）生産者から企画の説明（各15分）
参加組合員の感想（10分）参加組合員の感想（10分）
14：50～14：50～
企画応募方法の説明・閉会挨拶企画応募方法の説明・閉会挨拶

13：00～15：0013：00～15：00
8月31日　土2024年

1

産地に行って
みたい！

援農して
みたい！

消費材が
大好き！

一次産業を
仕事にしたい！

秋から冬にかけて
参加できる企画と
お申込み方法は
裏面へ

  夢都里路くらぶ 検索

フェアのお申込み～ご参加までの流れフェアのお申込み～ご参加までの流れ 申込締切 8月27日　まで火

船村 哲平さん

「夢都里路くらぶ」は、 生活クラブの組合員が消費材の提携産地に出向き、
草取りや収穫、 酪農体験など、さまざまな作業に参加する取組みです。「都
会の消費者（都）と地方の生産者（里）が、共存共栄できる世の中を目標（夢）
に手をたずさえて歩んで行きたい（路）」という思いから名づけられました。
2008年のスタート以来、 のべ 2,300 名が参加し、 後継者や人手が足りな
い産地の助けになっています。国産の食材をつくり、 食べ続けていくための
大切な活動に、あなたも参加してみませんか。

生活クラブの提携産地で生活クラブの提携産地で
農業や漁業などに参加できます！農業や漁業などに参加できます！

藤原食品株式会社
（埼玉県）

遊佐町役場（山形県）

紀伊半島地域協議会
（奈良県・三重県・  和歌山県）

私の"ほしい"と産地の未
来を

海・森・畑でいっしょにつ
くる

夢都里路くらぶは、都
会と地方を繋ぐ夢の架
け橋。企画を通して、
消費材の産地を知る、
見る、感じる、味わう、
そしてファンになる活
動です。

夢都里路くらぶに夢都里路くらぶに
参加しました！参加しました！

生活クラブ神奈川
大久保 明美さん

夢都里路くらぶの夢都里路くらぶの
詳しい説明を詳しい説明を
聞きたい方は聞きたい方は
こちら！こちら！

生産者が2024年秋から冬にかけての企画について説明します！生産者が2024年秋から冬にかけての企画について説明します！

15：00～15：30　質問タイム
生産者や夢都里路くらぶ事務局に、気に
なることをオンライン上で質問できます。
参加をご希望の方は、Zoomミーティン
グの URLよりフェアにアクセスしてくだ
さい。詳しくは、下記のお申込み方法を
ご確認ください。

新プログラム

藤原食品（株）　藤原食品（株）　
藤原 拡人藤原 拡人さんさん

株式会社
沖縄物産企業連合
（沖縄県）

（有）王隠堂農園　（有）王隠堂農園　
森本 佳秀森本 佳秀さんさん

美吉野醸造（株）　美吉野醸造（株）　
橋本 晃明橋本 晃明さんさん

伊藤 正美伊藤 正美さんさん石垣 学石垣 学さんさん

ＪＡ晴れの国ＪＡ晴れの国
岡山勝央岡山勝央
アグリセンター　アグリセンター　
金田 昌樹金田 昌樹さんさん

信州エコ信州エコ
プロダクツ（株）プロダクツ（株）　
中沢 文晃中沢 文晃さんさん

塩尻市北小野財産区塩尻市北小野財産区　
横沢 澄人横沢 澄人さんさん

北小野地区振興会
（長野県）



2024秋～冬企画のご案内

講座名称 生産者 研修内容 · 期間 募集 宿泊場所 ( 基本相部屋 ) 条件

24241 遊佐町チャレンジファーム事業 遊佐町産業課農業振興係（山形県）
農家での水稲や園芸作物、
花卉等の栽培に必要な技術の実践研修　
6 ヶ月～ 2 年（3 ヶ月から 6 ヶ月あり）

若干名 遊佐町チャレンジハウス
年齢制限なし　要普通免許　
研修計画認定後に随時開始　
町から生活支援　住宅支援有り

24242 やさか農村塾 西日本ファーマーズユニオン中国
（( 有 )やさか共同農場：島根県）

水稲 · 大豆 · 大麦 · 野菜の栽培や土づくりの実践
有機栽培、味噌造り研修　1 ヶ月以上　　　　　　　　　　　　　　　　1 人 やさか共同農場宿舎 女性限定　年齢制限なし　

元気であること

24243 有機農家を目指す長期研修 （農）さんぶ野菜ネットワーク
（千葉県山武市）

有機農業の基礎を研修し、
自己独立就農をめざす！ 2 年間 2 人 アパート等（各自手配） 45 才まで　要普通免許　

研修先まで自力通勤可能な方

中 · 長期農業研修（本気で農業をやりたい人向けの研修）

• 産地までの往復交通費および保険料は参加者負担です。
• 小さいお子さま連れの参加はできません。
　（一部例外あり。条件欄をご確認ください。）※応募開始は2024年8 月 5 日からです。

今回、初登場の企画です　　★ 作業に必要な体力の程度　　　　生活クラブ組合員とその家族限定企画組NEW

企画名 作業軽重 生産者 日程 泊数 募集 条件 宿泊場所(基本相部屋) 宿泊費 必要滞在費用等

24201 段々畑のみかん山＆海体験
 ～段々畑と海のつながりを知る体験 ★★ 西日本ファーマーズユニオン四国

（( 農）無茶々園：愛媛県）
11 月 7 日（木）～
11 月 9 日（土） 2 泊 4 人 なし あけはま～れ 1 泊

5,500 円
食事代、交流会費
(3,000 円 )

24202

木を見て、触れて、
吉野を感じよう！！
～木の事、森の事、
林業の事を知ってほしい

★
紀伊半島地域協議会

（豊永林業（株）、
吉野銘木製造販売（株）：奈良県）

10 月 10 日（木）～
10 月 12 日（土） 2 泊 8 人 　  75 歳まで 下市温泉秋津荘 明水館

（予定）
1 泊
5,500 円

交流会費(5,500円)、
食費 3 食分、
ワークショップ代
(1,000 円 )

24203
地域で醸す日本酒造り体験
～紀伊半島の農業を知り産地から
見る酒造り

★ 紀伊半島地域協議会
（美吉野醸造（株）：奈良県）

10 月 4 日（金）～
10 月 5 日（土） 1 泊 4 人 　  20 ～60 歳 三奇楼ゲストハウス 1 泊

3,000 円
自炊食材費、
昼食代 (2,000 円 )

24204

　　　日帰り　日本酒造り
　　　裏方お手伝い企画
～本当の酒造りを体験～
あまり日の目を見ない地味な作業を
コツコツしてみませんか？～

★★ 紀伊半島地域協議会
（美吉野醸造（株）：奈良県）

1 月
18日（土）・25日（土）
2 月
1日（土）・8日（土）
の希望日

― 各 2 人 　  20 ～60 歳 日帰り
現地集合 · 現地解散 なし なし

24205

　　　岡山県で国産甘栗（作州栗）
　　　の親子収穫体験
～国内ここでしかとれない

「あまぐり」の「和栗」との
栽培の違いを肌で感じて
おいしく食べよう。

★★ 藤原食品（株） 10 月 12 日（土）～
10 月 13 日（日） 1 泊 親子 5 組

12 名まで

　  大人
（中学生以上）
1 人につき
子ども（小学 3 年
生以上）1 人

岡山ファーマーズマーケット
ノースビレッジ森のロッジ

大人：
中学生以上
8,000 円
子ども：
5,000 円

昼食代

24206

鷹の爪とあっぱれ育ち野菜 ·
原木椎茸の収穫
～秋の収穫まつり。
最終日は地元の祭り（石見神楽）
を楽しみましょう

★ 西日本ファーマーズユニオン中国
（( 有）やさか共同農場：島根県）

10 月 31 日（木）～
11 月 4 日（月） 4 泊 2 人 元気で

あること

やさか共同農場宿舎
（自炊）もしくは
宿泊施設

宿舎は無料
宿泊施設の
場合は 1 泊
7,000 円

なし

農業体験（まず体験！現場を知って農業を応援）

組

組

組

組

NEW

NEW

夢都里路くらぶ WEB サイト
  夢都里路くらぶ 検索

2024秋～冬のご応募はこちら

企画名 作業軽重 生産者 日程 泊数 募集 条件 宿泊場所(基本相部屋) 宿泊費 必要滞在費用等

24211
赤とうがらし収穫 3 日間
～真っ赤なお花畑？
カプサイシンで体内活性

★

ＪＡ庄内みどり遊佐支店
（山形県）

10 月 28 日（月）～
10 月 30 日（水） 2 泊 5 人

なし しらい自然館 なし なし24212 庄内柿の収穫 3 日間（1）
～鳥海山の麓で農作業！ ★★ 10 月 30 日（水）～

11 月 1 日（金） 2 泊 8 人

24213 庄内柿の収穫 3 日間（2）
～鳥海山の麓で農作業！ ★★ 11 月 6 日（水）～

11 月 8 日（金） 2 泊 8 人

24214

沖縄本島やんばるで
トマト · ミニトマト · インゲン ·
ピーマンの収穫体験
～沖縄の産地にきてみて収穫して

★★ （同）K Ｓファーム（沖縄県） 1 月 15 日（水）～
1 月 17 日（金） 2 泊 3 人 名護スーパーホテル

( 予定 )
1 泊
7,000円程度 食事代

24215
　　　シークワーサーの収穫応援
　　　～沖縄やんばるの森で
　　　畑人（はるさー）のお手伝い

★★ （株）沖縄物産企業連合 10 月 16 日（水）～
10 月 18 日（金） 2 泊 2 人 ホテルルートイン名護 1 泊

7,500 円
交流会費
(3,000 円）

24216 和歌山県でゆら早生みかんの収穫援農
～ゆら早生、採って！採って！ ★★ 紀伊半島地域協議会

（（株）KARP）
10 月 26 日（土）～
10 月 28 日（月） 2 泊 4 人 海南スポーツセンター なし 交流会費3,000 円、

自炊食材費

24217 柿の収穫
～採れるだけ採ってんか！！ ★★ 紀伊半島地域協議会

（（有）王隠堂農園：奈良県）
10 月 15 日（火）～
10 月 18 日（金） 3 泊 8 人 　　70 歳まで 農悠舎研修館（自炊） 1 泊

3,500 円

交流会費
(4,000 円 )、
自炊食材費、
最終日昼食費

24218 秋冬白菜の収穫作業
～冬の風物詩！加美よつばの白菜！ ★★★ ＪＡ加美よつば（宮城県） 11 月 25 日（月）～

11 月 27 日（水） 2 泊 4 人 高校生以上 未定 1 泊
約 7,000 円 なし

24219
　　　福島県　
　　　阿武隈の里山をウルシの里へ
～春に植栽されたウルシ畑の草刈り

★★★ 酒井産業（株） 10 月 9 日（水）～
10 月 10 日（木） 1 泊 4 人 18 歳～ 75 歳 農家民宿　遊雲の里

（予定）
1 泊
10,000 円

交流会費
(3,000 円）

24220
水俣 · きばる甘夏を収穫しよう
～甘夏の収穫を体験しながら
水俣を知ろう

★★ 生産者グループきばる（熊本県） 3 月 3 日（月）～
3 月 7 日（金） 4 泊 4 人 ガイアゲストハウス

（朝食自炊） なし ※ 交通費 1 万円
補助します

援農（農作業を手伝って農業を応援！第一次産業の持続に貢献）

NEW

NEW

組

組

組

組

組

【 参加にあたってのご注意 】

企画名 作業軽重 生産者 日程 泊数 募集 条件 宿泊場所(基本相部屋) 宿泊費 必要滞在費用等

24231
お正月の定番「 しめ飾りづくり」
～人の手でつくる文化を
その手で届けたい

★ ＪＡ加美よつば（宮城県） 12 月 5 日（木）～
12 月 6 日（金） 1 泊 4 人 高校生以上 農家民宿 1 泊

約 7,000 円 なし

24232

　　　水源地「たのめの里」
　　　初秋の森づくり
～森が育む清浄で美味しい水を
いつまでも

★★ 北小野地区振興会 · 北小野財産区
（長野県）

10 月 4 日（金）～
10 月 5 日（土） 1 泊

9 人
（最少催行
人数 3 人）

18 歳以上 おためし住宅 1 泊
1,700 円

交流会費
(1,000 円 )、
朝食 · 昼食代

産地まるごと応援（地域を知り、連携しながら地域資源を守る）

NEW


